
■土地資源の定義■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 236 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 今週のトピックス：秋田近代史の旅 

 

義父の法事にかこつけて、秋田の北半分を 11/10～12 の 3 日でめぐるツアーを企画しました。 

このメルマガも、いつもより早めの土曜日に発信します。 

今年の東北は 11 月上旬でもなんとか紅葉が楽しめるのではないかと期待しつつ、近代史の地域資源を４つめぐ

ります。 

 

１．八橋油田 

住宅街の中で石油の採掘がおこなわれている現場を訪ねます。 

秋田市八橋・寺内地区は、古くから自然に油の出る場所があったようで、南北に長い八橋油田の地域を流れる草

生津川（くそうづがわ）の「くそうづ」は、石油の和名で「臭い水」の意味らしいです。 

 

２．尾去沢（おさりざわ）鉱山 

東洋最大級の銅鉱山で、78 年に閉山しましたが、今もその坑道には入ることが出来るようです。また、精錬所な

どの跡地も廃墟のまま残されて近代化産業遺産に指定されています。 

 

３．小坂鉱山事務所 

1901 年（明治 34 年）には銀の生産高が日本一の鉱山となりましたが、製錬技術が向上すると黒鉱から採れる銅

や亜鉛、鉛の生産が主体となり、労働者を集めるために、山の中にアパート、劇場、病院、鉄道等の近代的なイ

ンフラストラクチャー整備が進められたそうです。 

1905 年（明治 38 年）の旧小坂鉱山事務所、1910 年（明治 43 年）築の芝居小屋・康楽館（いずれも国の重要文

化財に指定）などが、小坂町に無償譲渡され、観光資源となっているらしい。 

 



４．大潟村 

かつて琵琶湖に次ぐ日本第 2 の八郎潟を埋め立てて造られた大潟村は、減反政策の矛盾を象徴しています。 

今回は夕方訪れて、干拓地の中を爽快に走った後、隣接する寒風山からの夕日を堪能したいと思います。 

 

というわけで、近代史を訪ね歩く旅をしながら、私たち自身が歴史の登場人物となる未来をイメージしたいと思

います。 

 

旅の様子はフェイスブックでリポートしますのでこうご期待！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：土地資源の定義 

 

土地資源とは、土地資産の対義語として僕が勝手に作った言葉。 

土地が土地として使われず、お金のように扱われていることに対する憤りがこの言葉を生み出した。 

そのきっかけは、土地を相続せずにそのまま承継できないかという「笑恵館」の願いを叶えるためだった。 

そのためには、土地を個人が所有せず、法人が所有すればいいという答えはすぐに見つかった。 

そこで僕は、迷わずこの土地資源を法人名にした。 

だが、今僕はこの名前に苦しんでいる。 

笑恵館を事業化し、そのスキームを普及することを土地資源という言葉で説明するのは難しい。 

僕がここまでたどり着けたのは、土地資源という言葉のおかげだが、僕が社会に伝えたいのは「これまでのプロ

セス」でなく、「これからやるべきこと」だから。 

・ 

そこでまず、僕は違う名前を考えてみた。 

法人設立から 7 年、笑恵館開業から 5 年もかかってしまったが、今年はついに二つ目の事例「一宮庵（いっくあ

ん）」と出会うことができた。 

来年からは、複数のプロジェクトを運営しながら、いよいよ事業展開を開始する。 

だからこそ、わかりやすい説明にふさわしい「名前」が望ましいと考えた。 

そもそも社団法人とは、一定の目的で構成員（社員）が結合した団体（社団）のうち、法律により法人格が認め

られ権利義務の主体となるもの。 

だからこそ、その目的が明確でなければならないのだが、「土地資源協会」という名称は人でなく土地を示してい

るように見える。 

むしろ、「土地所有協会」とか、「永続地主協会」など、仕組みや役割を示す言葉の方が良いのかもしれない。 

・ 

ところが、いざそういう名前に変えようとすると、僕の心が言うことを聞かない。 

いくら仕組みや役割などが具体イメージできたとしても、肝心な目的を共有できるのだろうかと。 

振り返ってみると、土地を保有する法人なのだから、「財団法人」がふさわしいと多くの人に言われた。 

だが、土地をお金と思わずに、資源として使い倒すことを目指すのだから、断固「社団法人」にこだわった。 

これも「土地資源」という言葉が僕の背中を押してくれたおかげだろう。 

「土地資源」という概念なしに、この事業を説明することの方が、致命的な間違いかもしれない。 

難しいからこそ、きちんと土地資源を定義しなければならない。 

・ 



そこで僕は、直感的にひらめいた資源という言葉を、そこから生まれた手法と照合することにした。 

まず、資源はお金ではない、お金は資源を手に入れるための引換券に過ぎないこと。 

土地を売ってお金にしたいのは、土地は要らないということで、土地資産とは要らない土地のことになる。 

実際に土地は地球の一部分であり、売買の対象はその所有権にすぎない。 

さらに言えば、その所有権も買わずに継承すればいい。 

そもそも資源はすべてタダで、それを引き継いでいるに過ぎない。 

その資源を利用して人間同士が事業や商売をしているだけのことで、地球は決して場所代など請求しない。 

「土地が生み出す収益は、土地のために使うべき」という「非営利不動産」はここから生まれた概念だ。 

・ 

土地は所有者が儲けるための資産でなく、使用者が儲けるための資源のはず。 

所有者が使用者から使用収益を得ているのは、あくまで所有権に含まれる収益権によるもので、決して地球に成

り代わって使用料を取っているわけではない。 

そもそも土地を購入することが、土地を売ったり貸したりして収益を得ようと駆り立てる。 

土地の需要が供給を上回り、土地収益が土地価格を引き上げたから、土地が値上がりし続ける神話を生み出した

に過ぎない。 

この点だけは昔に戻り、土地を無償で引き継ぐことで、この悪循環を断ち切りたいと僕は考えた。 

・ 

土地は地球という資源であり、その所有権の売買が使用を妨げるべきではない。 

土地の利用を促進し、管理するのが所有者本来の役割なのに、その役割を行政に委ね個人所有者が土地を財産と

思い込んでいる。 

だが、日本政府は固定資産税という賃料を徴収するため、土地を所有する気はない。 

個人所有者が売買に明け暮れて、その利用促進と管理を怠るどころか、閉鎖して放置しているのが空き家問題の

本質だ。 

つまり、土地資源とは、利用するための土地のこと。 

土地資源協会とは、自ら土地資源を所有することで、その自由は使用を永続的に守る仕組みを作り、実践し普及

する法人だ。 

あああああ・・・すっきりしたので、このままブログに投稿しよう。 

 

http://nanoni.co.jp/20191107/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（日）11/10 旅行：秋田･八橋油田･角館･田沢湖 

（月）11/11 旅行：田沢湖-盛岡-八幡平-鹿角 

（火）11/12 秋田：鹿角-尾去沢-十和田-大館-大潟-秋田 



（水）11/13 ◎作業日 12-21 時 面談可（青葉台） 

（木）11/14 〇作業日 13-16 時 面談可（笑恵館） 

 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

19-21 時 ●一宮 MTG（成城） 

（金）11/15 ◎作業日 10-21 時 面談可（青葉台） 

（土）11/16 〇作業日 12-21 時 面談可（笑恵館） 

 10-12 時 ★地主の学校_23・まつむら塾（笑恵館） 

（日）11/17 ◎休業日 10-21 時 面談可（青葉台） 

 

■その後のイベント 

11/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

11/25 ★名栗の森オーナーシップクラブ１１月例会（名栗） 

11/28 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/30 ★地主の学校_24・まつむら塾（笑恵館） 

12/07 ★地主の学校_25・まつむら塾（笑恵館） 

12/12 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

12/12 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

12/13 ★カプラー起業交流会（三茶） 

12/14 ★地主の学校_26・まつむら塾（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


